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台形の面積＝［□］×［二÷2 P37 P29 方眼紙
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例　船の甲板の問題　　　（具体的操作を伴う問題）
　船の甲板に下の図のような穴が開いてしまった。そのままにしておくと，雨水や海水が
しみ込み積荷をぬらす恐れがある。また，あらしに会うと沈没の危険もある。
　船には　ア　イ　ウ　の広さの板と強力な接着剤とよく切れるのこがある。
　君がこの船に乗り組んでいたらどの様にして，穴をふさぎますか。
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コ《コ・・
　6㎝　　　　　　　　　　5㎝
3．事後テストの必要性
　普通の授業では，学習内容がどのように理解されているか，定着の度合はどうか等を知
るために単元の終了と同時に評価のためのテストを実施する事が多い。これは単元の終了
を意味し，理解不十分な子どもがいても改めて指導をしなおすということをあまりしない。
このことをなくすために毎時間の学習の結果の診断があるが，さ1らに単元終了前に下のよ
うな，学習内容の定着の度合を概観するものがあるとよい。短時問の評価によって診断し，
フィードバックをさせることができる。
5年算数　面積　事後テスト
1．下の図形の面積を求めなさい
5cm
3cm
民　m
5年　　組　　氏名
5cm
4
㎝
7cm
2　下の平行四辺形と同じ面積で，底辺が2倍の
長さの三角形の高さは何cmになりますか。
12cm
20cm
’
3．下の図のような台形と平行四辺形をした土地
に道を作りました。この道をのぞいたそれぞれ
の土地の面積を求めなさい。（かんなんな方法で〉
3m　2m　3m 4
5m 道
ワm　　2m
2m2m　　5m
5m道
／
3m　2m　　6m 4m　　2 3m
4．下の図の面積を工夫して求めましょう
30m
30m 30m
　蔵
50m
令
禽
ゆΦ
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IV．具体的な取り扱い方
1．事前テスト
　単元にはいる前に実施する。RAを使用すると診断の結果も早く，誤答傾向も分かりや
すい。記録用紙をもとに事後の指導にも役立てることができるし，能率的な事前テストが
できる。しかし，個々に応じた教師の承認や賞賛，的確な指示などができにくいというデ
メリットな面もある。
　RAを使用しない場合は教師の机問巡視で診断をしていくことになるが，事前テストの
問題の量も多くないので短時問で診断できる。しかも，機械が持つ一種の冷たさがない。
　RA等が設置された特別教室でなく，普通教室で授業が進められる。機械の操作になれ
ていない教師でも取り組めることから，後者の方法にも個別指導を含めたメリットがある。
　このテストは結果に丸を付けていくのではなく，誤答の下に赤線を引き，フィードバッ
クさせるとともに，本単元で注意するようにさせる。
　学習計画表は事前テストとしても使用できる。学習はしていないが，既存の知識でどこ
まで解く事ができるかを診断して，授業内容の重点化を図ることができる。しかしこのテ
ストのために事前の学習を強いることになったり，塾に通っている子どもの考えを先行さ
せたりすることにならないようにすることが大切である。ここの取り扱いはあくまで参考
程度にするのがよ・いだろう。
2．毎時問のプリント
　授業によって進める補助的なもので，授業の初めから配布するのでなく，興昧ある教材
を提示してから配布する。基礎的な問題から基本的な問題へ，そして発展的な問題へと配
列しておき，教科書やドリルの練習へ進めるように対象表をのせておくとよい。
　ここでの誤答はその下に赤線を引き修正させる。全問正答の場合は100と記入し，1回訂
正すると100というような約束を作っておく。この結果を各自の計画表の診断の項に記入す
るようにする。子どもは1回で85点と付けられるよりも，再度考え直し，修正してでも100
の方がよい。次は間違わないようにしようという意欲が湧くようである。
　プリントは次のように糊つけして，前のプ　　　　表　　　　　　　　裏
リントが見れるようにしておく。こうするこ
とによって，自分の足跡を振り返り，自分の
高まりに気付くことができる。
　教師は毎時間の学習の診断ばかりでなく，
必要によって一冊にまとめている学習計画表
を回収して，診断をすることができる。
3．事後テスト
事前テスト 単元面積 学習計画表
毎時プリント
画　　用　　紙
　毎時間の学習の中から特に重要な内容を抽出して問題を作成する。単元の最後の段階の
診断になる。子どもの学習の評価とともに教師の教材研究や個別指導の結果が問われるこ
とになる。この一連の方法をとると，毎時問の診断もあり，ほとんどは理解しているが，
時間と共に記憶は薄れていく。このことを考慮にいれ，論理的で記憶に残るような出題を
心がけることが必要である。また，事後テストの内容程度のクイズ形式の問題や作業を伴
うゲーム形式の問題を単元終了1カ月位に与えるのもよい。
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V．おわりに
　教師の仕事量は多く，また多岐にわたっている。このような中で教材研究を効率よく，
しかも子どもの興味を損なわず，生き生きとした授業を展開する方法を模索するのは難し
いo
　時間，労力及び費用の面と指導の効果から検討をしなければならない。効果が顕著でな
いとそれを進めても無駄である。
　効果の判断は，教師の主観的な判断や感想でなく，教育統計やアンケート等による客観
的なデータ，他の教師による観察等が必要である。
客観的なデータの例（実践前と実践後）
・標準偏差と平均値の比較
・学力偏差値の比較
・知能と学力の相関⑤
・他教科とのパーセンタイルグラフの比較
・他教科との学力分布曲線の比較
・S－P表作成
・子どもの意欲の変化（アンケート調査）
　やり直しの効かない子どもだからと，教師用指導書（赤本）を片手に，つい安易な方法
を取ろうとしたり，効果を気にして躊躇していては何の進展も望めない。教師がある方法
を試みるときは，他の教科等の教材研究がおろそかにならないようにした上で，取り組ん
でみることである。それをある程度継続し，評価をしてみて顕著な効果が表れたとき学年，
学校で取り組んでみるとよいだろう。
　現在市販されている算数用のソフトは，教師が開発したものは，一般のソフトに比べる
と4000円から10000円位の安価である。しかし，これを学年分揃えるとなると相当の費用で
ある。それに自分の学級の子どもに適したものを作るとなると，プログラムを組変えると
いう煩雑さが待っている。
　個人で所有しているパソコンやワープロの機能を生かして自分の考えに基づいてソフト
を開発し，その上で同じ様な研究をしている仲間との情報交換をして，よりよいものを作
り上げ，それを学校やグループの知的財産として蓄積していくのがよいだろう。
註
①ふるさと創生のための自治体への配当金で学校にパソコンを導入する計画が多い。
②日本教育大学協会九州地区第6回教育実践研究会（1989，2，23大分）資料より引用
③　一般には事前テストは未習内容について，どの程度の事が分かっているかを調査する。ここでは新
　単元を理解していくための前提条件となる内容のテストをさす。
④各単元の目標への到達状況を把握する個人別の診断表である。学習への取り組みや理解度を左右す
　る知能や意欲なども記入しておき，指導の参考にする。
⑤知能テストは3年及び5年で実施しているところが多い。標準学力テストは各学年で実施するとこ
　ろもある。両テストとも実施及び指導要録への記入は義務づけられていない。そのため基礎学力と
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して個別の指導の参考にするかどうかは，学校によって差がある。
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